
森林環境税への期待

読んでもらえる広報紙へ

　令和元年７月18日、和歌山県田辺市で開催さ

れた「全国森林環境税創設促進議員連盟第26回定

期総会」に参加しました。

　経過報告によりますと、同連盟の長年の活動が

実り、昨年の税制改正大綱では「平成31年度から

の税創設」との結論が出されました。これにより

「森林環境税と森林環境譲与税」の制度化が実現。

同連盟は目的を達成し、解

散を宣するに至りました。

　さらに総会では、今まで

の活動に幕を下ろすととも

に、新税を有効活用して森

林対策に取り組むことを宣

言して終了しました。地球

温暖化の防止や国土の保

全、水資源の涵
かん

養
よう

、土砂災

害防止、自然環境の保持な

ど、森林がもつ公益的機能

は非常に重要であり、これ

を維持しなければなりませ

ん。

　しかし、近年森林を有する市町村では、森林の

整備や保全、資源の有効利用促進等のための恒久

的・安定的な財源の確保は、大幅に不足してきた

状況です。

　森林環境税は、個人住民税の均等割の納税者の

皆様から、国税として１人年額1,000円を上乗せ

して市町村に徴収していただきます。

　時期については、令和６年から課税することと

されています。

　森林環境譲与税は、国に一旦集められた税の全

額を、間
かん

伐
ばつ

などを実施する市町村やそれを支援す

る都道府県に譲与（配分）します。課税に先行して、

すでに令和元年度から開始され、須恵町も交付を

受けています。

　新税は、成立しましたが、山村地域は人口減少

や高齢化が進み、森林所有者の特定困難や境界の

不明、林業従事者の高齢化や後継者不足など課題

が山積しています。

　須恵町議会としても、関係団体等との連携を一

層強化し、森林・林業・山村対策を着実に推進し、

課題解決に取り組んでまいります。

　９月25日に東京にて開催された、令和元年度

町村議会広報研修会に、広報特別委員会全員で参

加しました。

　大変に有意義な研修で、全国の各議会の発行事

例を通しての解説や日本語の表現技法、町政と町

民を結ぶ広報紙の役割などを学ばせていただきま

した。

　具体的には以下のプログラムでした。

　① 読者目線で親切な紙面を作るには

　② 情報をわかりやすく伝える

　③   町村議会広報コンクール 上位入賞団体の評

価ポイント、の３テーマです。

　須恵町の議会だよりは、町民の皆様の暖かいご

支援のおかげで、全国でも高い評価をいただいて

います。その甲斐あって、全国各地の町議会から

の視察も毎月のように来られるようになりまし

た。遠方からのお客様を須恵町にお迎えできるこ

とは、当議会としても嬉しいとともに、その交流

が良い刺激にもなっています。

　議会だよりが、定例会の情報だけでなく、議員

の様々な活動を、町民の皆様に届ける発信源とし

て、より愛される存在に育つよう、私ども広報特

別委員会一同、これからも励んでまいります。

林活レポート

広報全国研修会
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　昨今、マスコミ等で話題になっ

ている【あおり運転】や【飲酒運

転】。

　これだけ世間で騒
さわ

がれている

にもかかわらず、一向に減らな

いのはなぜか。

　相手の気持ちや家族のことな

どを考えたことはあるのか。

　事件に至ったそれぞれの経緯

があるにしても、そこには、自

分さえよければ良いと言う身勝

手さを感じます。

　「ひと昔前はこんなことなかっ

たのに」と、事件を知るたびに怒

りと寂しさが込み上げます。

　この身勝手さは、決して、時

代の移り変わりのせいにしては

ならず、時は流れても変わって

はならない大事な「人としての

心」の問題です。

　日本は先進国となり、経済が

発展し生活も豊かになるにつれ、

【心の豊かさ】が失われている気

がします。

　このことは、人を思いやり、

助けあうことの欠如にもつなが

り、現在の組合加入率の低下に

も表れていると感じます。

　本年９月、日本を舞台にラグ

ビーワールドカップが開催され

ました。

　ラグビーでは、よく「One for 

all , All for one」という言葉が

使われます。

　勝利のため、ひとりはみんな

のために、みんなはひとりのた

めに戦うという意味です。

　同じように、町民みんなが安

心して過ごすため、ひとりひと

りが人を思いやることができる

豊かな心を育
はぐく

みたいものです。

松山 力弥  議長

議長通信

豊かな心を

自治功労者の推
すい

戴
たい

須恵町表彰条例に基づき推戴され、議会が同意しました。

安
やす

河
こう

内
ち

　哲
てつ

夫
お

氏（上須恵区・78歳）

区長を２年、保護司を26年努められ、町の自治振興に尽くされました。

三
み

⻆
すみ

　良
よし

人
と

氏（旅石区・71歳）

町議会議員を４期16年、そのうち２期８年にわたり議長を努められました。

大
おお

場
ば

　仁
ひとし

氏（甲植木区・70歳）

社会教育委員代表や教育委員会委員長など、長期にわたり努められました。

糟屋郡公平委員会委員の選任

任期満了に伴い後任委員が選任され、議会が同意しました。

小
お

河
がわ

　武
たけ

文
ふみ

氏（古賀市・70歳）

緒
お

方
がた

　博
ひろし

氏（志免町・70歳）

尾
お

畠
ばた

　弘
ひろ

典
のり

氏（福岡市・34歳）

任期　令和元年11月１日～令和５年10月31日

人事案件の審議結果 全員賛成

同意

全員賛成

同意

次の定例議会は

12月６日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、

簡単な手続きで傍聴することが

できます。傍聴を希望される方

は、本会議当日に役場４階議会

事務局の窓口にお越しください。

（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ホームページで本会議の

会議録を公開しています。

平成23年以降の

会議録を掲載しています。

ぜひご覧ください。

　須恵町議会 検索
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